
人間総合学群　心理学類　専門教育科目　カリキュラムマップ
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全学DP
自立した現代女性にふさわ
しい教養力と人間性の養成

自己実現のためのコミュニ
ケーション力と社会性の養
成

社会的責務を果たすことの
できる専門力と判断力の養
成

文化の創造的担い手となる
ための技術力と実践力の養
成

学類DP

人の心に関する広汎な知識
と , 人間に対する深い洞察
力の養成

人と人とが織り成す社会の
中で役立つ日本語運用能
力・プレゼンテーション力
と，社会の中で自分の果た
す役割を真摯に追求する自
己実現力の養成

人間の心理に関する専門的
な知識と , 心理学の知見を
活かしつつ自律的に判断を
示すことのできる思考力の
養成

心理学に関する深い学識を
日々の暮らしの中に活用し
社会に貢献するための技術
力と，実践力の養成

学
修
指
針
・
学
修
到
達
度

到達度 lv4

自己や他者，
他者との関
係性，社会
との関係性
から，社会
的問題や精
神病理につ
いて，考え
られる。

自己 , 他者 ,
社会につい
て心理学を
基礎に深く
考 察 し , 積
極的に自己
実現を実践
できる。

自己実現の
た め の コ
ミュニケー
ション力と
社会性を獲
得し，自己
一致した達
成感をもつ
ことができ
る。

現代社会の
仕組みを把
握し，自立
した社会人
にふさわし
い責任感を
持って共同
作業に従事
することが
できる。

先行研究や
収集した情
報を批判的
に 吟 味 し，
そこから独
自の問題提
起とその解
決法を示す
ことができ
る。

先行研究に
ついて論理
的に批判し，
その批判か
ら新しい独
自の考えを
育てていく
ことができ
る。

専攻する研
究対象につ
いて，適切
な分析方法
を用いて説
得力のある
結論を発表
することが
できる。

心理学的な
理論と知見
を 用 い て，
現代におけ
る文化的・
社会的な現
象について
考察するこ
とができる。

到達度 lv3

自己や他者，
他者との関
係性，さら
には社会と
の関係性に
ついて問題
意識を深め
られる。

自己，他者，
社会につい
て心理学を
基礎に考察
し，積極的
な自己実現
を目指して
努力できる。

対人場面や
集団内での
役割や行動
の理解がで
き，かつ自
己を保ちな
がら前向き
な集団行動
ができる。

現代社会の
仕組みを説
明すること
ができ，他
者とスムー
ズに共同作
業をするこ
とができる。

与えられた
専門的テー
マについて，
情報を適切
に分析した
上で，根拠
を示しつつ
考察するこ
とができる。

先行研究に
ついて，そ
の反証とな
る実例を挙
げつつ，論
理的に批判
することが
できる。

専攻する研
究対象につ
いて，適切
な分析方法
を用いて結
果をまとめ
ることがで
きる。

心理学の理
論や知見と，
日常的な出
来事との関
連性を意識
することが
できる。

到達度 lv2

自己や他者，
そして他者
との関係性
についての
心理学的問
題を整理で
きる。

自己，他者，
社会につい
て，心理学
を基礎に考
察し，自己
の生き方を
考える姿勢
を身につけ
ている。

自己理解が
でき他者へ
の肯定的な
関心で，交
流や会話で
の脈を汲み
共感できる。

現代社会の
仕組みを一
通り説明す
ることがで
き，共同作
業に加わる
ことができ
る。

日常の体験
を心理学の
専門用語を
用いて説明
することが
できる。

先行研究に
ついて，論
理的に矛盾
点を見出し
批判するこ
とが出来る。

専攻する研
究対象につ
いて，一つ
の分析方法
を用いて結
果をまとめ
ることがで
きる。

心理学の理
論や知見を
導いている
ロジックを
正確に理解
することが
できる。

到達度 lv1

自己や他者，
そして他者
との関係性
に関する心
理について，
関心をもつ
ことができ
る。

自己，他者，
社会につい
て，心理学
を基礎に考
察すること
に， 興 味・
関心をもつ
ことができ
る。

人や他者へ
の関心をも
ち，人と関
わる基本的
な心理をも
ち，あいさ
つ， 要 求，
説明などが
できる。

現代社会の
仕組みに関
し て , あ る
程度説明す
ることがで
きる。

心理学的事
象について
関心を持ち，
自分なりの
考えを述べ
ることがで
きる。

先行研究に
ついて批判
的に対する
ことができ
る。

専攻する研
究対象につ
いて，一つ
の分析方法
を持つこと
ができる。

心理学とい
う学問領域
の基礎的な
知見に興味
をもつこと
ができる。

学年 学修指針 教養力 人間性 コミュニ
ケーション力 社会性 専門力 判断力 技術力 実践力

基
本
科
目

2 心理学の基礎 △ ◎ ○
2 心理学実験Ⅰ △ ◎ ○
2 心理学実験Ⅱ △ ◎ ○
3 心理学研究法Ⅰ ◎ △ ○
3 心理学研究法Ⅱ ◎ △ ○
2 臨床心理学概論 △ ◎ ○
2 心理学統計法 ○ ○ ◎
2 心理データ解析法 ○ ○ ◎
3 心理学英語講読 ○ △

基
礎
心
理
学

2・3 知覚・認知心理学 ○ ◎ ○
2･3 学習・言語心理学 ○ ◎ ○
2･3 感情・人格心理学 ○ ◎ ○
2･3 神経・生理心理学 ○ ◎ ○

2･3
社会・集団心理学
（社会・集団・家族
心理学Ⅰ）

○ △ ◎ ○

2・3 家族心理学（社会・
集団・家族心理学Ⅱ） ○ △ ◎ ○

2・3 発達心理学Ⅰ △ ◎ ○



学年 学修指針 教養力 人間性 コミュニ
ケーション力 社会性 専門力 判断力 技術力 実践力

2・3 発達心理学Ⅱ
（高齢者心理学） ○ ◎ ○

2・3 障害者・障害児
心理学 ◎ ○ ○

2・3 比較行動学 ○ ◎ ○
2・3 発達臨床 ○ ◎ ○
2・3 対人関係論 ○ △ ◎ ○

実
践
心
理
学
Ａ

3・4 心理的アセスメントⅠ ◎ ○ △
3・4 心理的アセスメントⅡ ◎ ○ △
3・4 心理学的支援法Ⅰ ◎ ○ △
3・4 心理学的支援法Ⅱ ◎ ○ △
3・4 心理療法論Ⅰ △ ◎ ○
3・4 心理療法論Ⅱ △ ◎ ○
3 心理学研究実践実習 ◎ ○ ○

実
践
心
理
学
Ｂ

2･3･4 健康・医療心理学 ○ ◎ ○
2･3･4 福祉心理学 ○ ◎ ○
2･3･4 教育・学校心理学 ○ ◎ ○
2･3･4 司法・犯罪心理学 ○ ◎ ○
2･3･4 産業・組織心理学 ○ ◎ ○
2･3･4 消費者心理学 ○ ◎ ○
2･3･4 コミュニティ心理学 ○ ◎ ○
2･3･4 スポーツ心理学 ○ ◎ ○

心
理
学
関
連
科
目

2･3･4 人体の構造と
機能及び疾病 ◎ ○ △

2･3･4 精神疾患とその治療 ◎ ○ △
2･3･4 教育相談 　 ◎ ○ △
2･3･4 文芸と心理 ◎ ○ ○
2･3･4 言葉と心理 ◎ ○ ○

専
門
ゼ
ミ
科
目

3 心理学ゼミⅠ ◎ ○ ○ △
3 心理学ゼミⅡ ◎ ○ ○ △
4 心理学ゼミⅢ ◎ ○ ○ △
4 心理学ゼミⅣ ◎ ○ ○ △
4 卒業論文 　 ◎ ○ ○ △

公
認
心
理
師

関
連
科
目

3 公認心理師の職責 △ ◎ ○
3 関係行政論 △ ◎ ○
4 心理演習 △ ○ ◎ ○
4 心理実習 △ ○ ○ ◎




